
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１１月２２日               NO,６７８ 

 

追貝の会津街道 

 会津街道の起点は、下之町のお馬 

出し交差点で、尾瀬沼を越え古くか 

ら沼田と会津をつなぐ道として使わ 

れていました。 

 いつごろからあった道なのかは不明ですが、平安時代の末

期に東山道からわかれ、尾瀬越えの道として使われていたと

いわれています。 

 この道を街道として整備したのが真田信之で、片品村戸倉

に会津の上杉氏に備え関所が設けられ、追貝の片品川には刎

橋がかけられるなど軍事上重視される街道となりました。 

 会津街道は、数坂峠、椎坂峠、栗生峠などを越え大原神社

の裏を通り、高戸谷神社の前から、追貝へとつづきました。 

 追貝で会津街道は利根支所の前の道を通り、旧追貝郵便局

前の坂道を森山へと上がり、駒寄から平川へとつづいていま

したが、森山には山妻有のサクラ、茅葺の家や土蔵のある家

があるなどむかしの面影を今も残しています。（写真上） 
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人事院勧告に基づく職員や市長など特別職、市議会議員の一時金を０．

０５％減額する条例改正や補正予算が審議される臨時市議会が２０日開か     

れました。 

一般会計補正予算などが審議される１２月定例市

議会は、１２月１日開会予定です。 

くわしい議会日程は、２６日に開かれる議会運営

員会で決まりますが、例年の１２月定例市議会では

開会の翌日は議案調査日となることから、一般質問

は１２月３日からはじまる予定です。 

 ドイツフュッセン市との姉妹都市締結２５周年を記

念して、フュッセン市長と市議会議員から沼田市にメッ

セージが届きました。 

 メッセージには、市長、議員の写真 

とそれぞれのサイン、これからも友好 

関係をつづけることを確認したといっ 

たようなメッセージが書かれています。 

 沼田市からも同じようなメッセージ 

を送ることが、検討されています。 

 たなはしせつ子衆議院群馬一区予定候補は１６日、横

山市長と新型コロナウイルス感染症対策や地域経済の

状況、国への要望などについて懇談しました。 

 市長は、「国が新型コロナ感染症防止対策をしっかり

示してほしい。市町村への財

政支援も強化してほしい」と

のべ、たなはしさんは、「国が

市民のくらしと営業を守り、

市町村を応援することが必要

です」とこたえました。 

 沼田市では、「with コロナ inＮＵＭＡＴＡプロジェクト」の一環として、

非接触型の支払い方式をすすめ、市内での経済活性化をすすめることをめ

ざし、沼田市電子通貨「tenngoo」（てんぐー）導入の準備がすすめられ、

１３日と１４日には事業者説明会が開かれ約９０人が参加しました。 

 沼田市電子通貨「tenngoo」は、スマートホンでアプリをダウンロード

するか、市の窓口で配布するカードを入手し市の窓口や 

加盟店などでチャージし、加盟店での買い物やボランテ 

ィア活動、スマートウェルネス事業への参加でポイント 

が与えられ、１月１８日から来年３月３１日までの期間 

では、１０％のポイントが与えられる予定です。 

 

 


